
県内のごみ処理状況について

（平成２１年度速報値）

資料１



（１）ごみゼロプランに掲げる数値目標に関する進捗状況

（トン／年）

指標名
2002年度
(確定値）

2008年度
（確定値）

2009年度
（速報値）

2002年度比

短期目標
(2010)

中期目標
（2015）

数値目標
(2025)

家庭系ごみ 535,198 495,853 476,621 -10.9% -6.0% -13.0% -30.0%

事業系ごみ 251,733 188,216 177,376 -29.5% -5.0% -13.0% -30.0%

14.0% 14.4% 13.3% 21.0% 30.0% 50.0%

110,781 99,019 87,093

（参考）資源化率 22.4% 31.0% 30.0%

資源化量 183,305 220,232 203,796 11.2%

集団回収量 29,629 27,395 25,776 -13.0%

最終処分量 151,386 69,664 64,586 -57.3% 81,000 76,000 0

資源としての再利用率

ごみ排出量
(2002年度比）













生活系ごみ排出量とごみ減量化施策

H14(2002)
生活系ごみ

排出量
（ｔ）

Ａ

対H14
ごみ増減量

Ｂ－Ａ

対H14
増減率
（％）

対H14
ごみ増減量

Ｃ－Ａ

対H14
増減率
（％）

県全体
に占める

生活系ごみ割
合

（％）

対H14
ごみ増減量

Ｄ－Ａ

対H14
増減率
（％）

住民参画
によるご
み処理計
画づくり

生ごみ
食品廃棄

物
堆肥化

家庭ご
み

有料化
導入

レジ袋
有料化

埋立ご
み

再資源
化

県民参
画と協
働

産業・
福祉・
地域づ
くり

津    市 83,882 80,128 ▲ 3,754 ▲ 4.5 80,952 ▲ 2,930 ▲ 3.5 75,767 15.9 ▲ 8,115 ▲ 9.7 ○ ○ H19モデル、H18:市町村合併後の新たな処理体制の検討

四日市市 85,090 82,906 ▲ 2,184 ▲ 2.6 79,857 ▲ 5,233 ▲ 6.1 75,277 15.8 ▲ 9,813 ▲ 11.5 ○ ○ H17,H18:ごみ処理システムの最適化検討、H21ﾓﾃﾞﾙ

伊 勢 市 46,063 38,847 ▲ 7,216 ▲ 15.7 38,218 ▲ 7,845 ▲ 17.0 36,752 7.7 ▲ 9,311 ▲ 20.2 ○ ○ ○ H19ﾓﾃﾞﾙ、H17,H18:収集運搬経費等の検討

松 阪 市 49,062 46,408 ▲ 2,654 ▲ 5.4 43,842 ▲ 5,220 ▲ 10.6 43,467 9.1 ▲ 5,595 ▲ 11.4 ○ H20ﾓﾃﾞﾙ

桑 名 市 38,785 37,713 ▲ 1,072 ▲ 2.8 36,660 ▲ 2,125 ▲ 5.5 36,537 7.7 ▲ 2,248 ▲ 5.8 ○ ○ ○ H17ﾓﾃﾞﾙ、H14.4(可燃、不燃、プラ）：15円／袋

鈴 鹿 市 50,886 53,253 2,367 4.7 51,619 733 1.4 50,426 10.6 ▲ 460 ▲ 0.9 ○

名 張 市 18,720 21,098 2,378 12.7 16,069 ▲ 2,651 ▲ 14.2 15,586 3.3 ▲ 3,134 ▲ 16.7 ○ ○ ○ ○ H20,H21ﾓﾃﾞﾙ、H20.4(可燃、不燃）：68円／袋

尾 鷲 市 9,275 7,536 ▲ 1,739 ▲ 18.7 7,361 ▲ 1,914 ▲ 20.6 7,188 1.5 ▲ 2,087 ▲ 22.5 ○

亀 山 市 14,531 14,460 ▲ 71 ▲ 0.5 14,045 ▲ 486 ▲ 3.3 14,116 3.0 ▲ 415 ▲ 2.9 ○

鳥 羽 市 6,766 5,448 ▲ 1,318 ▲ 19.5 5,223 ▲ 1,543 ▲ 22.8 5,082 1.1 ▲ 1,684 ▲ 24.9 ○ ○ ○ H18,H20,H21ﾓﾃﾞﾙ、H18.10(可燃、不燃）：45円／袋

熊 野 市 8,060 7,333 ▲ 727 ▲ 9.0 7,196 ▲ 864 ▲ 10.7 6,979 1.5 ▲ 1,081 ▲ 13.4 ○

いなべ市 12,882 13,098 216 1.7 10,097 ▲ 2,785 ▲ 21.6 9,482 2.0 ▲ 3,400 ▲ 26.4 ○

志 摩 市 15,889 17,378 1,489 9.4 16,600 711 4.5 15,797 3.3 ▲ 92 ▲ 0.6 ○ ○ H16.10（可燃、不燃、資源）：50円／袋

伊 賀 市 29,190 25,583 ▲ 3,607 ▲ 12.4 26,864 ▲ 2,326 ▲ 8.0 23,586 4.9 ▲ 5,604 ▲ 19.2 ○ ○ ○ ○ H17,20ﾓﾃﾞﾙ、H19.1（可燃、不燃）:20円／袋

市計 469,081 451,189 ▲ 17,892 ▲ 3.8 434,603 ▲ 34,478 ▲ 7.4 416,042 87.3 ▲ 53,039 ▲ 11.3

木曽岬町 2,117 1,604 ▲ 513 ▲ 24.2 1,548 ▲ 569 ▲ 26.9 1,661 0.3 ▲ 456 ▲ 21.5 ○ ○ S50（可燃、不燃、プラ）：35円／袋

東 員 町 7,068 7,087 19 0.3 7,295 227 3.2 6,988 1.5 ▲ 80 ▲ 1.1 ○ ○ H18ﾓﾃﾞﾙ

菰 野 町 10,969 8,567 ▲ 2,402 ▲ 21.9 8,575 ▲ 2,394 ▲ 21.8 8,519 1.8 ▲ 2,450 ▲ 22.3 ○ H17,H18：分別収集の効率化の検討

朝 日 町 1,709 1,888 179 10.5 2,041 332 19.4 2,172 0.5 463 27.1 四日市市と協働でレジ袋削減の取組を実施

川 越 町 3,004 3,084 80 2.7 3,096 92 3.1 2,955 0.6 ▲ 49 ▲ 1.6 四日市市と協働でレジ袋削減の取組を実施

多 気 町 3,649 4,542 893 24.5 3,972 323 8.9 3,874 0.8 225 6.2 ○ ○ H20ﾓﾃﾞﾙ

明 和 町 5,061 5,592 531 10.5 5,420 359 7.1 5,439 1.1 378 7.5 ○ H20ﾓﾃﾞﾙ

大 台 町 2,528 2,892 364 14.4 2,824 296 11.7 2,694 0.6 166 6.6 ○ ○ H20ﾓﾃﾞﾙ

玉 城 町 3,840 4,007 167 4.3 3,968 128 3.3 3,977 0.8 137 3.6 ○ H20ﾓﾃﾞﾙ

度 会 町 2,416 2,158 ▲ 258 ▲ 10.7 2,060 ▲ 356 ▲ 14.7 2,032 0.4 ▲ 384 ▲ 15.9

大 紀 町 2,898 2,758 ▲ 140 ▲ 4.8 2,646 ▲ 252 ▲ 8.7 2,600 0.5 ▲ 298 ▲ 10.3 ○ ○ H20ﾓﾃﾞﾙ

南伊勢町 6,404 5,350 ▲ 1,054 ▲ 16.5 4,989 ▲ 1,415 ▲ 22.1 4,782 1.0 ▲ 1,622 ▲ 25.3 ○ H17.10（可燃）：30円／袋

紀 北 町 7,178 6,379 ▲ 799 ▲ 11.1 6,121 ▲ 1,057 ▲ 14.7 6,270 1.3 ▲ 908 ▲ 12.6 ○

御 浜 町 3,249 3,106 ▲ 143 ▲ 4.4 2,903 ▲ 346 ▲ 10.6 2,870 0.6 ▲ 379 ▲ 11.7 ○

紀 宝 町 4,027 3,982 ▲ 45 ▲ 1.1 3,792 ▲ 235 ▲ 5.8 3,746 0.8 ▲ 281 ▲ 7.0 ○ ○ H17ﾓﾃﾞﾙ

町計 66,117 62,996 ▲ 3,121 ▲ 4.7 61,250 ▲ 4,867 ▲ 7.4 60,579 12.7 ▲ 5,538 ▲ 8.4 ※袋／４５リットル

県 計 535,198 514,185 ▲ 21,013 ▲ 3.9 495,853 ▲ 39,345 ▲ 7.4 476,621 100.0 ▲ 58,577 ▲ 10.9
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事業系ごみ排出量
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津    市 61,725 40,893 ▲ 20,832 ▲ 33.7 28,708 ▲ 33,017 ▲ 53.5 28,743 16.2 ▲ 32,982 ▲ 53.4 ○ （11.0円／kg→15.0円／kg）H16.4

四日市市 44,445 37,195 ▲ 7,250 ▲ 16.3 35,677 ▲ 8,768 ▲ 19.7 33,042 18.6 ▲ 11,403 ▲ 25.7 ○ （10.5円/kg→16.0円/kg）H17.10

伊 勢 市 16,763 17,840 1,077 6.4 17,503 740 4.4 17,123 9.7 360 2.1

松 阪 市 20,158 17,717 ▲ 2,441 ▲ 12.1 17,786 ▲ 2,372 ▲ 11.8 17,039 9.6 ▲ 3,119 ▲ 15.5 ○ （10.0円/kg→15.0円/kg）H21.8

桑 名 市 15,344 18,150 2,806 18.3 16,733 1,389 9.1 14,046 7.9 ▲ 1,298 ▲ 8.5 ○ （15.0円/kg→20.0円/kg）H20.4

鈴 鹿 市 19,135 20,587 1,452 7.6 19,439 304 1.6 18,155 10.2 ▲ 980 ▲ 5.1 ○ （10.5円/kg→16.0円/kg）H18.4

名 張 市 16,366 12,194 ▲ 4,172 ▲ 25.5 10,135 ▲ 6,231 ▲ 38.1 6,952 3.9 ▲ 9,414 ▲ 57.5 ○ （6.0円/kg→12.0円/kg）H20.4

尾 鷲 市 1,366 1,721 355 26.0 1,646 280 20.5 1,897 1.1 531 38.9

亀 山 市 4,516 4,902 386 8.5 5,049 533 11.8 4,544 2.6 28 0.6

鳥 羽 市 8,527 6,800 ▲ 1,727 ▲ 20.3 6,909 ▲ 1,618 ▲ 19.0 6,735 3.8 ▲ 1,792 ▲ 21.0 ○ （5.0円/kg→8.0円/kg）H18.10

熊 野 市 849 1,100 251 29.6 1,010 161 19.0 1,099 0.6 250 29.4

いなべ市 2,351 2,943 592 25.2 2,791 440 18.7 2,975 1.7 624 26.5

志 摩 市 10,490 6,828 ▲ 3,662 ▲ 34.9 7,051 ▲ 3,439 ▲ 32.8 7,151 4.0 ▲ 3,339 ▲ 31.8

伊 賀 市 17,529 5,167 ▲ 12,362 ▲ 70.5 4,069 ▲ 13,460 ▲ 76.8 4,006 2.3 ▲ 13,523 ▲ 77.1 ○ （2.1円/kg→10.0円/kg）H15.4

市計 239,564 194,037 ▲ 45,527 ▲ 19.0 174,506 ▲ 65,058 ▲ 27.2 163,507 92.2 ▲ 76,057 ▲ 31.7

木曽岬町 165 282 117 70.9 196 31 18.8 163 0.1 ▲ 2 ▲ 1.2

東 員 町 315 224 ▲ 91 ▲ 28.9 255 ▲ 60 ▲ 19.0 282 0.2 ▲ 33 ▲ 10.5

菰 野 町 2,382 4,516 2,134 89.6 4,075 1,693 71.1 3,908 2.2 1,526 64.1

朝 日 町 8 170 162 2,025.0 105 97 1,212.5 114 0.1 106 1,325.0 ○ （16.0円/kg→20.0円/kg）H20.4

川 越 町 55 300 245 445.5 307 252 458.2 276 0.2 221 401.8 ○ （16.0円/kg→20.0円/kg）H20.4

多 気 町 100 297 197 197.0 321 221 221.0 502 0.3 402 402.0

明 和 町 2,645 2,149 ▲ 496 ▲ 18.8 2,133 ▲ 512 ▲ 19.4 2,048 1.2 ▲ 597 ▲ 22.6

大 台 町 160 532 372 232.5 536 376 235.0 539 0.3 379 236.9

玉 城 町 1,085 1,070 ▲ 15 ▲ 1.4 878 ▲ 207 ▲ 19.1 760 0.4 ▲ 325 ▲ 30.0

度 会 町 113 374 261 231.0 477 364 322.1 392 0.2 279 246.9

大 紀 町 134 222 88 65.7 235 101 75.4 295 0.2 161 120.1

南伊勢町 559 681 122 21.8 592 33 5.9 631 0.4 72 12.9

紀 北 町 4,393 4,077 ▲ 316 ▲ 7.2 3,545 ▲ 848 ▲ 19.3 3,906 2.2 ▲ 487 ▲ 11.1   

御 浜 町 0 0 0 - 0 0 - 0 0.0 0 -

紀 宝 町 55 56 1 1.8 55 0 0.0 53 0.0 ▲ 2 ▲ 3.6

町計 12,169 14,950 2,781 22.9 13,710 1,541 12.7 13,869 7.8 1,700 14.0

県 計 251,733 208,987 ▲ 42,746 ▲ 17.0 188,216 ▲ 63,517 ▲ 25.2 177,376 100.0 ▲ 74,357 ▲ 29.5

H21(2009)
事業系ごみ
排出量（ｔ）

Ｄ 備考市町名

H19(2007)
事業系ごみ

排出量（ｔ）
Ｂ 処理手数料
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事業系ごみ
排出量（ｔ）

Ｃ





平成２１年度ごみゼロプラン推進
モデル事業の実績報告について

資料２







Ｈ2１ごみゼロプラン推進モデル事業（１）
鳥羽市：「島内における資源循環モデル検討事業」

１．事業のねらい

鳥羽市の離島では、菅島、坂手島、神島にそれぞれ生ごみ処理機が設置されており、施
設のメンテナンス費用や処理後の残さの運搬費等が発生する状況となっている。

こうしたことから、廃棄物の収集運搬コストの削減や温室効果ガスの削減をめざし、住民・
自治会・行政等が連携して、生ごみのリサイクルループ（地域循環）の構築に向けた資源循
環の仕組みを検討・推進する取組をモデルとして支援する。

２．事業の成果

１．本事業に取り組むことにより神島町の生ごみが約４５ｔ抑制される。このことにより、廃棄物

を輸送する収集運搬コストの軽減が図られる。

２．住民へのアンケート調査を実施したことで、島内での生ごみの再資源化の現状を把握する

ことができ、生ごみ処理機の選定に向けた検討の資料として活用できた。

３．住民へのアンケート結果から生ごみから生成される堆肥を島内で利用（家庭菜園や園芸）

できることが確認され、島内での生ごみの資源循環システムの構築にむけた一歩が踏み

出すことができた。この取組により、循環型社会の構築への一翼を担っている。

４．生ごみ処理機の説明会を開催し、生ごみなどのごみ排出方法や分別方法について説明を

行うとともに、ごみ減量の重要性についても啓発を行うことができた。



３．課題
・今回は離島を対象として、生ごみの資源循環の構築に向けた取組を行ったが、生ごみの
減量化、資源化を図るため、取組の効果を示すデータ把握や実績の検証を進めること、市
民に対する生ごみ資源化の取組へ理解が得られるよう努めること、等が求められる。

４．今後の取組
・離島に設置した生ごみ処理機を活用し、島内（地域）での生ごみの資源循環の構築が順
調に展開できるように、今後とも住民・自治会等と連携して取組を継続する。
・引き続き、住民・自治会・行政等連携のもと、今回の検討事業の実績の検証や課題の把
握、対策の検討を行うとともに、市民に対して事業の成果の周知・啓発を進める。
・資源循環型社会の構築をめざし、離島での取組が市全域へ展開されるよう市民やＮＰＯ
等と連携を図りながら検討を進めていく。

５．県としての今後のフォローの視点
引き続き、住民・自治会・行政連携の枠組みをベースとして、
①生ごみ資源化の展開を図るため、島内での検討事業の取組の成果や課題を検証し、
その周知を進めること
②市民に対して、また、鳥羽を訪れる観光客等へも幅広く取組の周知・ＰＲを図ることで、
取組を地域で支える気運の醸成に努めること

こうしたことについて、市に対して働きかけていく。







Ｈ２１ごみゼロプラン推進モデル事業（2）
名張市 「福祉・地域づくりと一体となったごみ収集システム等検討事業」

１．事業のねらい
効率的なごみ収集システムの構築をめざし、地域住民やＮＰＯ等と連携して、ごみの戸
別収集方式からステーション方式への変更と高齢者等支援について検討・試行を進める
とともに、ごみ減量に向けた生ごみ・草木類の分別収集や資源化についての検討を行う
取組をモデルとして支援する。

２．事業の成果

１．第３次のごみゼロ社会を目指すアクションプログラムを策定し、平成２４年度までの３ヵ

年において更なる減量を目指すとの目標設定を行った。

２．アクションプログラムの説明会を通じて、市民に対しごみの減量に取り組む趣旨や内容

を説明し、市民におけるごみ減量化に向けた啓発を行った。

３．高齢者の安否確認を兼ねたごみ出し支援事業による拠点型ステーションによる収集は

順調に推移しており、行政の収集効率の向上が図られた。

・桔梗が丘南地区では、４ｔごみ収集車の収集箇所 ３７９箇所 → １箇所

・桔梗が丘８番町では、 ４ｔごみ収集車の収集箇所 ３３０箇所 → １箇所

これらの結果、収集車の走行距離が短縮されたことにより、燃料費の節減と排気ガスの

減少による環境負荷の軽減が図られた。

４．この取組により、市内のごみ収集方式をステーション方式に統一することができ、収集

の効率性、経済性、安全性等が向上した。

５．生ごみや草木類の資源化に向けた検討を進めた。



３．課題
・家庭系ごみの有料化に伴うごみ減量の維持・促進、超高齢者社会を見据えたごみ出し支
援策の拡充、生ごみ等の未利用廃棄物の資源化などを検討することが求められる。

４．今後の取組
・家庭系ごみ（可燃ごみ）の有料化導入後のごみ排出量は、有料化実施前と比べ約２５％
減少しており、ごみの減量について大きな効果が確認されている。引き続きごみの減量に
向けて市民や事業者への啓発や更なるごみの減量化に施策を展開する。
・超高齢化社会を迎えるにあたりごみ出し支援策の構築が急務であり、既存の制度による
もののほか、受益者負担によるごみ出し支援策の拡充等を検討する。
・生ごみについては、３ヵ年のうちで実証実験を実施し、市内全域での生ごみ収集と資源化
に取り組む。
・草木類については、事業系の草木の資源化は始まっているものの家庭系の草木類の資
源化に至っておらず、今後、さまざまな手法を活用し草木類の資源化を検討する。
・生ごみの資源収集としての試行の実施や本格実施に当たっては、市民の理解と協力が不
可欠であり、さまざまな課題の検証と実施にあたっての制度の検討を進める。

５．県としての今後のフォローの視点
①他の市町への展開を図るため、取組の成果や課題を検証するとともに、ごみの減量等に
効果的な取組や施策などの情報提供に努めること。

②ごみの減量や資源化の取組状況について、フォローの結果を、広く住民に周知・啓発を図
ることで、取組の気運の醸成に努めること。

こうしたことについて、市に対して働きかけていく。





推進体制

四日市市「複合的ごみ減量・リサイクル施策
検討事業」

レジ袋削減のほか、簡易包装推進、エコマーク商品取扱、資源物回収拠点など複合的な

ごみ減量・リサイクルを推進する事業所を認定する制度を導入



Ｈ２１ごみゼロプラン推進モデル事業（3）
四日市市 「複合的ごみ減量・リサイクル施策検討事業」

１．事業のねらい

ごみ減量・リサイクルの推進をめざし、地域住民・ＮＰＯ・事業者等と連携し、レジ袋有料
化や簡易包装の推進、資源物回収拠点の設置など、複合的なごみ減量施策の取組を
検討・推進する取組をモデルとして支援する。

２．事業の成果

①協議会の議論を通じて、参加主体の意識が高まり、レジ袋有料化を含むごみ減量・リサ

イクルの取組の推進に向けた共通認識を形成することができた。

②スーパー、ドラッグストア等の１４事業者〔５０店舗(うちレジ袋有料化実施店舗は４６店

舗)〕、８商店街とごみ減量リサイクル推進店に関する協定を締結し、事業者のごみ減量・

リサイクルの取組の促進、市民に対するごみ減量への意識啓発を実施することができた。

③告知キャンペーン等の事前ＰＲを協議会メンバーと行政の協働で行ったことで、市民の取

組への理解が促進され、スムーズに制度を実施することができた。

④生活圏が共通している朝日町、川越町と協働で制度設計に取り組み、同時に制度を開

始することができた。



３．課題
・レジ袋辞退率の維持・向上が必要であるとともに、有料化未導入のままである、コンビニや
ホームセンター等への働きかけ、有料化に伴う「収益金」の取扱を検討すること、レジ袋削
減以外の包装資材の削減などの取組の拡大、等が求められる。

４．今後の取組
・ごみ減量やリサイクルの取組をさらに進めるため、市民に対して継続的な啓発活動を実
施する。
・今後もドラッグストア、百貨店、ホームセンター、コンビニ等や市内各商店街に対し、制度
への参加を働きかける。
・レジ袋有料化に伴う「収益金」について、市民の皆さんに納得いただける地域への還元の
あり方について検討する。
・レジ袋以外の包装資材の削減や、リサイクルの推進を図るため、レジ袋の削減以外の基
本項目や推奨項目の実施をさらに推進する。
・制度実施によるごみ減量、リサイクルの効果について検証していく。
・朝日町、川越町とともに始めた本制度の実施を今後も拡大し、環境に積極的な地域づくり
に取り組む。

５．県としての今後のフォローの視点
①検討会の枠組みを引き続き活用し、
・各店舗のレジ袋辞退率の推移の把握や住民への周知・啓発を継続して行うこと、
・アンケート実施などによる住民意識の把握とそれを踏まえた取組展開を図ること、
・有料化に伴う収益金のモデル的・効果的な地域還元の方法を検討すること、

②レジ袋辞退率や有料化実施後の取組状況について、フォローの結果を、広く地域住民に
周知・啓発する。

こうしたことについて、市（検討会）に対して働きかけていく。





２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

・ごみの現状値の把握
・中期目標の数値目標及び取
組内容の見直し

・県民意識調査等一般廃棄物
実態調査

・総括

○
ごみｾﾞﾛ
ﾌｫｰﾗﾑ

○
14回推進
委員会

○
15回推進

委員会

○
16回推進
委員会

○
17回推進
委員会

○
18回推進
委員会

○
19回推進
委員会

県環境審議会
○

中間
報告

○
答申

廃棄物部会

○
第１回(2/8)

○
第２回(3/26)

○
第３回

○
第４回

○
第5回

○
第6回

○
第7回

廃棄物処理計画
○

中間
報告

○
議会
報告
(中間
報告)

○
計画
策定
・

公表
・

議会
報告

平成２２年度ごみゼロプラン改訂に向けた年間スケジュール

平成２１年度 平成２２年度

ごみゼロプラン推進委員会

ご
み
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
見
直
し
項
目

、
内
容

・ごみ減量可能性調査

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

計画素案・計画案の検討

・取り組む政策の方向
・計画の目標（将来推計、数値）
・政策の内容①
※5/28開催予定

・中間（案）の
取りまとめ

・計画（案）の決定・ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄへの対応
・計画（案）の取りまとめ

・計画の全体フレーム
・計画の基本的事項
・計画策定の背景
・計画の基本理念

・計画策定の趣旨
・廃棄物に関する
現状と取組
・今後の部会の進
め方

・政策の内容②
・計画推進の進捗管理

・21年度実施状況
・プラン改訂の考え方・進め方
※3/16開催

・21年度速報値
※5/25開催

・プラン改訂中間案の報告
・数値目標検討・作成（確定）
・政策・施策の検討・作成
・ブラン改訂・骨子・中間案の検討・作成
※7/5開催予定

・21年度点検評価
・プラン改訂最終案の検討・作成

・22年度実施状況
・プラン改訂最終案の検討・作成

市町実態調査（H21速報値）

21年度プラン推進点検・評価取りまとめ・県民意識調査 ・事業者意識調査

ごみ組成分析調査

先進事例調査

・これまでの施策、取組に関する効果検証（モデル事業等、県・市町の施策や取組）
・課題の抽出、整理

市町実態調査（H21確報値）

プラン改訂中間案の検討・作成 プラン改訂最終案の検討・作成

今後の施策・取組の効果検討、整理

中期目標（数値、取組内容）の見直し検討

・取組内容、スケジュールの見直し
・各主体の役割分担の検討整理

・市町ごみ処理状況調査 ・ＮＰＯ調査

資料３


